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全国植樹祭の
概要について

岩手県 農林⽔産部

資料１
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本日の説明内容
１ 全国植樹祭とは
２ 過去の岩手県での開催状況について

・昭和49年 第25回全国植樹祭
３ 先催県の開催状況について

・第70回全国植樹祭あいち2019
４ 第73回全国植樹祭岩手県開催に向けて

・これまでの経緯
・全国植樹祭基本構想（令和元年５⽉策定）
・開催までのスケジュール
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全国植樹祭とは
 全国植樹祭は、豊かな国⼟の基盤である森林・緑に対する国⺠的

理解を深めるために⾏う国⼟緑化運動の中⼼的⾏事
 毎年春に、天皇皇后両陛下の御臨席のもと開催

四⼤⾏幸啓の⼀つ（全国植樹祭、国⺠体育⼤会、全国豊かな海づくり⼤会、国⺠⽂化祭）

 主 催 （公社）国⼟緑化推進機構
及び開催都道府県

 開催時期 春季の日曜日
 開催概要 式典⾏事

・両陛下によるお手植え、お手播き
・緑化功労者の表彰 等
植樹⾏事
その他関連⾏事
・歓迎レセプション
・全国林業後継者⼤会 等
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過去の岩手県での開催状況について
 ⼤会名 第25回全国植樹祭
 開催日 昭和49年5⽉19日（日）
 会場 県⺠の森（旧 松尾村、現 八幡平市）
 参加規模 16,000人
 ⼤会テーマ 自然と産業が調和する豊かな緑の創造
 その他 ① 全国で初めて広葉樹を植栽

② 全国で初めて森林愛護少年団が参加
③ 両陛下によるお手播きは、翌日に旧 江刺市で実施
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先催県の開催状況について
回 開催年 開催県 開催場所 開催規模※

（人）
64 平成25年 鳥取県 とっとり花回廊（南部町・伯耆町） 7,209
65 平成26年 新潟県 ⻑岡産業交流会館（⻑岡市） 4,281
66 平成27年 石川県 木場潟公園（小松市） 10,887
67 平成28年 ⻑野県 エムウェーブ（⻑野市） 5,702
68 平成29年 富山県 魚津桃山運動公園（魚津市） 7,410
69 平成30年 福島県 海岸防災林（南相⾺市） 8,144
70 令和元年 愛知県 愛知県森林公園（尾張旭市） 10,000
71 令和２年(予定) 島根県 三瓶山（さんべさん）北の原（⼤⽥市） 6,000
72 令和３年(予定) 滋賀県 ⿅深（かふか）夢の森（甲賀市） 5,000

73 令和４年(予定) 岩手県 【式典会場候補地】
⾼⽥松原津波復興祈念公園（陸前⾼⽥市） 6,000

※ 開催規模は、招待者、協⼒者・スタッフ等を含めた人数

6第70回全国植樹祭あいち2019

●開催日 令和元年６⽉２日（日）
●開催場所 愛知県森林公園（尾張旭市）
●開催規模 １０，０００人

区 分 参加人数 内訳

県外招待者 １，４８０人 国関係者、被表彰者、他県招待者

県内招待者 ６，３２０人
県議会、市町村関係者、森林・林業・緑化関係団体、
県実行委員会、公募招待者 等

実施本部員 ２，２００人 県職員、市町村職員、ボランティア

計 １０，０００人

※ 参加人数及び内訳は、「実施計画」による。

ﾏｽｺｯﾄｷｬﾗｸﾀｰ

森ずきんちゃん 大会テーマ



7第70回全国植樹祭あいち2019
【式典会場︓尾張旭市】

全国植樹祭のメイン会場

【ｻﾃﾗｲﾄ会場:名古屋市,尾張旭市,豊橋市】
式典生中継、PRブース、各種イベント

※ 式典に参加できない県⺠等を対象とした会場

【植樹会場︓尾張旭市,豊⽥市,新城市】
参加者が記念植樹する会場

【関連イベント②:豊⽥市】
林業後継者⼤会

【関連イベント①︓名古屋市】
歓迎レセプション

（全国植樹祭前日、於 市内ホテル）

愛知県

8第70回全国植樹祭あいち2019
【式典会場（イメージ図）】

お野立所
大型映像装置

特別招待者席

特別招待者席

式典所

アトラクション広場

招待者席



9第70回全国植樹祭あいち2019
【主要施設】

お野立所 特別招待者席

式典会場入口ゲート木製ベンチ（招待者席）

10第70回全国植樹祭あいち2019
【式典行事】 プロローグアトラクション

-「過去」の誇り- “あいち 木とものづくりヒストリー”



11第70回全国植樹祭あいち2019
【式典行事】 記念式典

天皇陛下のおことば

表彰（緑化功労者、各種コンクール）

天皇陛下によるお手植え

皇后陛下によるお手播き

12第70回全国植樹祭あいち2019
【式典行事】 記念式典

メインアトラクション

苗木の贈呈 大会宣言



13第70回全国植樹祭あいち2019
【式典行事】 エピローグアトラクション

14第70回全国植樹祭あいち2019
【記念植樹】

【おもてなし広場】

特産品販売、観光ＰＲ ステージイベント



15第73回全国植樹祭岩手県開催に向けて
【これまでの経緯】
• 平成30年２⽉15日

知事が県議会において全国植樹祭の招致を表明
• 平成30年５⽉28日

国⼟緑化推進機構へ開催申出書を提出
• 平成30年８⽉８日

国⼟緑化推進機構理事会で本県開催が内定
• 平成30年9⽉6日

第73回全国植樹祭岩手県準備委員会を設⽴
（以降、準備委員会を４回開催）

• 令和元年５⽉31日
第４回準備委員会で「第73回全国植樹祭基本構想」を策定

• 令和元年８⽉７日
国⼟緑化推進機構理事会で本県開催が正式決定
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第73回全国植樹祭 基本構想
【開催理念】
１ 県⺠総参加による健全な森林づくりと、森林資源の
循環利⽤を推進します。

２ 森林の恩恵を県内外に広くアピールし、健全で豊かな
森林を次の世代へ引き継いでいきます。

３ 世代を越え県を越え全国の皆さんが参加できる植樹祭
にします。

４ 感謝の気持ちを込めて東⽇本⼤震災津波からの復旧・
復興の姿を国内外へ発信します。
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第73回全国植樹祭 基本構想

【開催時期】
令和４年春季
※ 開催日は、令和３年に決定予定

【開催規模】
６，０００人程度
※ 招待者、協⼒者・スタッフを含む

ＰＲキャラクター「わんこきょうだい」
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第73回全国植樹祭 基本構想
【式典会場候補地】
⾼⽥松原津波復興祈念公園
所在地 ︓陸前⾼⽥市気仙町
管理者 ︓国、県
※ 式典会場は、国⼟緑化推進機構の現地視察により、本年秋頃に正式決定する予定

【参考】荒天会場 夢アリーナたかた
※ 暴風⾬等により屋外での式典⾏事が困難な場合、規模を縮小のうえ実施。
所在地 ︓陸前⾼⽥市⾼⽥町
管理者 ︓陸前⾼⽥市
収容人員︓約2,000人



19開催までのスケジュール
平成29年度
（開催5年前）

平成30年度
（開催４年前）

令和元年度
（開催3年前）

令和2年度
（開催2年前）

令和3年度
（開催前年）

令和4年度
（春期）

主要な動き
国⼟緑化推進機構に
おける事務手続き等

■招致表明
H30.2.15会、
H30.2.15）

■開催申出
H30.5.28

■開催県 内定
H30.8.8 (8/8国土

緑推理事会)

■「基本構想」策定
R元.5.31

■開催県決定
R元.8.7

■会場決定
■「基本計画」決定
(2月国土緑推特別委員会)

■開催日決定
(8月国土緑推総会)
■「実施計画」決定
(2月国土緑推特別委員会)

⼤会実施
組織体制

H30.9.6～

各種計画の
検討・策定

第
73
回

全
国
植
樹
祭
開
催実施計画

開催理念や開催内
容等の基本的事項

式典演出等計画、
宿泊・輸送等計画、
大会運営等計画

プレイベント

２

実施本部

式典演出等構想、
会場整備等計画、
植樹・広報等計画

基本計画

実行委員会準備委員会

基本構想
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